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【【申請するまでの流れ申請するまでの流れ】】

⇢
1回目の説明会
琉球大学附属図書館情報サービス課企画グループ（リポジトリ担当）

2009年2月17日

↓

2009年4月20日 ⇢
2回目の説明会
琉球大学附属図書館情報サービス課企画グループ（リポジトリ担当）

↓

↓

⇢ 平成21年琉球医学会総会で承認を得る

↓

2009年7月21日

↓

2009年7月31日 ⇢ 沖縄地域学リポジトリ登録申請書提出

↓
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【【参加にあたって参加にあたって】】

((不安材料や問題点）不安材料や問題点）

【【参加にあたって参加にあたって】】

((不安材料や問題点）不安材料や問題点）

1) 1) システムについての無知システムについての無知)) シ テ 無知シ テ 無知
2) 2) 著作権等の問題著作権等の問題

著作権の譲渡がなされていない掲載論文の取り扱いについて著作権の譲渡がなされていない掲載論文の取り扱いについて

3)3) 公開の範囲公開の範囲 最新号の掲載はどうするか最新号の掲載はどうするか3) 3) 公開の範囲公開の範囲 最新号の掲載はどうするか最新号の掲載はどうするか

4) 4) 電子化の作業電子化の作業
5) 5) 登録・公開作業登録・公開作業
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問題点１問題点１ システムについての無知システムについての無知問題点１問題点１ システムについての無知システムについての無知

解消として解消として解消として解消として

（（11）琉球大学附属図書館情報サービス課企画グループ）琉球大学附属図書館情報サービス課企画グループ

（リポジトリ担当）より資料に基づき説明会（リポジトリ担当）より資料に基づき説明会

琉球大学附属図書館
（リポジトリ担当） 琉球医学会事務局

（（22）編集委員会の中での説明会）編集委員会の中での説明会（添付資料（添付資料11））

参加を決定参加を決定参加を決定参加を決定
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琉球医学会総会にて承認を受けた琉球医学会総会にて承認を受けた琉球医学会総会にて承認を受けた。琉球医学会総会にて承認を受けた。
（２００９年７月２１日）（２００９年７月２１日）

現時点では、個別（会員）の反対意見等はない。現時点では、個別（会員）の反対意見等はない。
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問題点問題点 著作権等 問題著作権等 問題問題点問題点22 著作権等の問題著作権等の問題

克服方法として克服方法として克服方法として克服方法として

琉球医学会誌の紙面上で、電子化・ネットワーク琉球医学会誌の紙面上で、電子化・ネットワーク
公開に関わる「著作権処理についてのお知らせ」公開に関わる「著作権処理についてのお知らせ」公開に関わる「著作権処理についてのお知らせ」公開に関わる「著作権処理についてのお知らせ」
をを22号号続けて連載続けて連載（添付資料（添付資料22））

現段階で、著者からの論文掲載拒否の申し出はない現段階で、著者からの論文掲載拒否の申し出はない
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【【著作権処理にあたり問題や課題著作権処理にあたり問題や課題】】【【著作権処理にあたり問題や課題著作権処理にあたり問題や課題】】

問題なし問題なし

1)1)琉球医学会誌（琉球医学会誌（20052005年）第年）第2424巻巻22号以降の論文号以降の論文

((問題点）問題点）
問題なし問題なし

1)1)琉球医学会誌（琉球医学会誌（20052005年）第年）第2424巻巻22号以降の論文号以降の論文
((著作権を編集委員会に譲渡している。著作権を編集委員会に譲渡している。))

2)2)琉球大学保健学医学雑誌（琉球大学保健学医学雑誌（19781978年年〜〜19821982年）年）
琉球大学医学会雑誌：医学部紀要（琉球大学医学会雑誌：医学部紀要（19831983年年〜〜19911991年）年）琉球大学医学会雑誌：医学部紀要（琉球大学医学会雑誌：医学部紀要（19831983年年〜〜19911991年）年）
琉球医学会誌琉球医学会誌(1992(1992年年〜〜20052005年）年）

((著作権を編集委員会に譲渡していない。著作権を編集委員会に譲渡していない。))((著作権を編集委員会に譲渡していない。著作権を編集委員会に譲渡していない。))
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課題）課題） それだけではそれだけでは((課題）課題） それだけではそれだけでは
十分か疑わしい十分か疑わしい

1)1)琉球医学会誌の紙面上での掲載琉球医学会誌の紙面上での掲載
電子化・ネットワーク公開に関わる著作権処理についてのお知らせ電子化・ネットワーク公開に関わる著作権処理についてのお知らせ

琉球医学会のホ ムペ ジを作成し ホ ムペ ジからも琉球医学会のホ ムペ ジを作成し ホ ムペ ジからも琉球医学会のホームページを作成し、ホームページからも琉球医学会のホームページを作成し、ホームページからも
著作権継承者の皆様へ伝達する。著作権継承者の皆様へ伝達する。→→ （手続き中）（手続き中）

学 編集 新 「著 権 譲 書学 編集 新 「著 権 譲 書2)2)琉球医学会編集委員会で新たに、「著作権委譲承諾書」を琉球医学会編集委員会で新たに、「著作権委譲承諾書」を
作成し、より支障なく手続きをすすめられるようにした。作成し、より支障なく手続きをすすめられるようにした。

（添付資料（添付資料33））（添付資料（添付資料33））
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【【リポジトリ搭載までの学会の事務処理リポジトリ搭載までの学会の事務処理】】
リポジトリの搭載までの流れリポジトリの搭載までの流れ

著者
琉球医学会事務局

（論文投稿） 印刷業者

原稿とUSB等提出 原稿とUSB等提出

PDF返却 PDF

PDF

琉球大学附属図書館
製本へ（雑誌）

インタ‐ネットへ
（リポジトリ搭載）

来 学 誌 在来 学 誌 在
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従来の学会誌発行作業に比べて、今現在は、従来の学会誌発行作業に比べて、今現在は、
業務負担は特に変わりない業務負担は特に変わりない



【【沖縄地域学 ポジ 参加沖縄地域学 ポジ 参加 】】
参加 メ トは 学会誌 電子版と 案内参加 メ トは 学会誌 電子版と 案内

【【沖縄地域学リポジトリに参加して沖縄地域学リポジトリに参加して】】
参加のメリットは、学会誌の電子版として案内参加のメリットは、学会誌の電子版として案内
ができるようになった。ができるようになった。

反響はまだ少ないが、自分の論文がインターネッ反響はまだ少ないが、自分の論文がインターネッ
ト上で見る事が確認できたという連絡を受けていト上で見る事が確認できたという連絡を受けてい
るので、今後リポジトリが浸透していくであろうるので、今後リポジトリが浸透していくであろう
と確信したと確信したと確信した。と確信した。
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